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会 長：熊谷　健　　副会長：井上　修　　幹事：小椋文成　　公共イメージ向上委員長：太田明良

第1713回　ゴルフ例会（夜間例会）　令和6年9月10日（火）

■ 点　鐘 18：30

我等の生業　　　平澤理ソングリーダー■ ソング  

ロータリーのマジック

■ 会長談話 熊谷健会長
　今日は、ゴルフ例会。ゴルフに参加された方は、昼間からご苦労様でした。夜の例
会の部もよろしくお願い致します。

　さて、前々回の例会で、男性と女性の問題ジェンダーギャップについて話をさせて
いただきました。その中で「男性にとって、男性中心意識というのは、私たちの無意

識の中に根差していてなかなか治らないという問題であり、ジェンダーギャップに対する無意識の差別や偏
見をなくす、という大きな課題が私たち男性に課せられている。」という発言をしました。
　今日はこの「無意識のバイアス（アンコンシャス・バイアス）」について、少し話をしたいと思います。
　アンコンシャス・バイアスが注目されるようになったのは、2010 年代に入ってからと言われています。
IT 大手であるグーグル社やフェイスブック社が、従業員から、社内に人種や性別による差別があると指摘
されたことが一つのきっかけとなりました。これらの会社は、早速アンコンシャス・バイアスを排除するた
めのトレーニングを行い、現在では日本でも多くの企業がアンコンシャス・バイアスの研修を導入していま
す。
　アンコンシャス・バイアスとは、例えば「男性の方がパソコンに詳しい。」とか「あの人は血液型が AB
型だから、何を考えているか分からない。」とか、「権威ある偉い人のいうことは間違いがない。」とか、女
性に対しては、「女性は家庭を優先する。」とか「女性は結婚したら退職する。」とか「女性は理系に向かない。」
等々。今まで自分が経験したことや、見聞きしたことに照らし合わせて、人を判断することです。
　このような先入観や偏見は、知らず知らずのうちに私たちの日常生活の中で蓄積された経験を基にした情
報であり、根拠はないけれど「自分なりに解釈する」という脳の働きによって引き起こされるものです。
　
　したがって、アンコンシャス・バイアスは誰にでもあるものであり、そのこと自体は悪いことではありま
せん。
　問題は、そのことを、自分が気づかないうちに、決めつけたり、他人に押し付けたりしてしまうことです。
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何気なく行う「決めつけ」や「押しつけ」によって不快な思いをさせてしまう人がいたり、逆に、社会の「決
めつけ」や「押しつけ」によって自分の能力を発揮する機会を奪われてしまうこともあります。こういった
無意識のバイアスによって人間関係にストレスを生み出し、集団行動の妨げになってしまうこともあります。
　特に、社会的に力を持っている人（例えば、ロータリークラブの皆さん）には、注意が必要です。力のあ
る人が行う態度、例えば眉をひそめる、相手を視ずに話を聞く、軽く扱うような発言をする、どれも一つ一
つは取るに足らないことですが、このような行動を力のある者が行ったとき、立場の弱い人々（支配下にあ
る人々）はどう思うでしょうか？何気ない一言や、些細な行動に、立場の弱い人たちは恐れや不安を抱き、
ストレスや無力感を抱かせる結果となりかねません。
　アンコンシャス・バイアスに気づくためには、自分を客観的に観る能力「メタ認知」が重要だと言われて
います。感情的になりそうなとき、何気なくバイアス発言をしてしまったとき、一呼吸おいて自分を俯瞰し
て（客観的に）見つめ直してみましょう。
　これってアンコンシャス・バイアスかな？自分の持つバイアスに気づき、それが周囲にどのような影響を
与えているかを自覚することが、アンコンシャス・バイアスを克服するための第一歩と言われています。
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■ 点　鐘 19：00

小椋文成幹事　　　幹事報告は別紙をご覧ください。■ 幹事報告

■ ニコニコボックス

◆熊谷健

◆小椋文成

◆伊藤かおり

◆池田幸平

◆澁谷恵二

◆橋爪麻人

今日はゴルフ例会ごくろう様です。
昼間のゴルフの最中ですが午後2時30分、東京にいる長女が第2子を出産しました。3150
グラムの女の赤ちゃんでした。母子ともに健康だそうです。
小椋文成　ゴルフ、予定が入り参加できずすみませんでした。決して暑いからやめたので
はありません。次回は参加します。
暑い中、ゴルフお疲れ様でした。結果は後のお楽しみにして。
本日も宜しくお願い致します。
池田幸平　自宅のツツジの中にスズメバチの巣があり、草取りをして右手の甲を2ヶ所刺さ
れましたが大事に至りませんでした。吸い出し器具が功を奏したようです。皆さん気を付
けましょう。
第60回伊那商工会議所ゴルフで優勝させていただきました。賞品のシャインマスカット、
美味しくいただきました。
熊谷会長、今日もいただきました。そろそろニューボトルお願いします。

会員数46名　　　出席免除会員5名　　　長欠会員1名　　　本日出席率100％　　　
前回出席率　修正なし

■ 出席報告
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次回例会
9月 17 日（火）　点鐘／ 12:30　　場所／海老屋料理店　　

・白鳥敬日瑚ガバナー公式訪問例会
　　　　　　　　　　　　　   ・例会終了後：理事会

■ 親睦会 進行：ゴルフ部

・挨拶・・・澁谷恵二ゴルフ部長　
・乾杯・・・市川修次直前会長　
・ゴルフコンペ表彰式・・・ゴルフ部
　　＊優勝：井上修会員　
　　＊準優勝：池田幸平会員　
　　＊三位：馬場秀則会員
・ソング「手に手つないで」・・・平澤理ソングリーダー
・万歳・・・小野英樹会員


